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特 に外 国 人 の た め に用 意 され た教 科 書 ・ 教 材 を俊 っ て学 習 す る段 階 を過

ぎて,日 本 人 の た め の普 通 の図 書 な ど,つ ま り生 教 材 を優 って学 習 す る段

階 を,か りに 「進 ん だ段 階 」 とい う こ とにす る。 こ の あ とに 「よ り進 ん だ

段 階 」 が ある だ ろ う し,「 進 ん だ段 階Jの 手 前 に,「 や や進 ん だ 段 階」 とい

うもの が あ って い い と思 う。 と もか くも,生 教 材 を使 う段 階 に お け る理 解

と表 現 の指 導 につ い て考 え て み る。

生 教 材 とい う中 には,新 聞 雑誌 の記 事,一 般 教 養 向 図書,文 学作 品 特 に

小 説,自 然 科 学 ・入 文科 学 に 関 す る もの な どが ある。 ま た,ラ ジ オ ・テ レ

ビの録 音,そ の中 には,ニ ュー ス,ニ ュー ス解 説,ド キ ニ メ ン タ リー シ 文

化 展 望,教 養 番 組,教 育 番 組 な どが あ る。 こ うい うもの を教材 と して取 り

あ げ る 場 合,と か く通 り一 遍 の扱 い に終 りや す い こ と を反 省 す る が,で

は,ど の く らい の程 度 に理 解 させ,ま たそ れ に よ っ て,ど の よ うに表 現 力

を培 うか とい う こ とが 問題 で あ る。

学 習 の初 期 の段 階 で は,聞 くこ と と話 す こ と,読 む こ と と書 くこ と とい

う理 解 と表 現 が 同 じ よ うに で き る こ とが 目標 と され る。 聞 い て わ か る こ と

は話 す こ と もで き る し,読 め る程 度 の こ とは書 く こ とが で きる とい う こ と

をね らい と して 初 級 教材 は 作 られ て い る,指 導 もそ の よ うに な され て い る

わ けで あ る、 聞 く ・話 す ・読 む ・書 くの4技 能 の均 衡 の とれ た 能 力 を与 え

る こ とが基 礎 学 習 の特 徴 で あ り,ま たそ うい う時期 を基 礎 学 習 瑚 と名 付 け

る とい っ て い い か と思 う。 ところ が,や や 進 ん だ 段 階 一 一 般 に中級 とい
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われるような段階になると,こ の均衡が徐々に崩れてい く。それは,学 習

者に対 して,「これ と同程 度のものを書け」とい うととのできないような

生教材が教材 の中に占める割台が増えていくか らである。上級すなわち進

んだ段階での生教材は,初 級 とちがって・'主として理解力の伸長を目的ど

して選定される。言語材料の点でも,内 容の点でも,教 材 と同程度の表現

能力を同時に与えることはできない。理解力の 目標 が高ければ高いほど,

表現能力との落差が大 きくなるわけである。とか く,上 級に進んでも,表

現力は中級のまま停滞 しているといった状態が見 られる.

中絃一 やや進んだ段階では,生 教材を選ぶに当 り,内 容よりも言語材

料によ9多 くの考慮が払われ,表 現の手本にできるようなくだ9を 抜粋 し

て教科書が編集される。その点で中級は書き下ろし教材か ら生教材への過

渡的段階である。中には,こ の段階を飛ばして,進 んだ段階へと一挙に行

く揚合もある。そういった方法 を取っている大学 も外国にはある。そのよ

うな大学は,読 解 を主 たる目的としていて,表 現力はあまり必要としない

のである。また,最 初から生教材に取 り組む,い や,取 り組まざるを得な

いといった揚合もある。古くは 『解体新書』の翻訳に見られるように,オ

ランダ語を学習する最初の段階で生教材に取9組 まなければならなかった

とい う例もある。いまでも,世 界の中のある言語 を研究するのに,い きな

り生教材に取 り組むこともあるはずである。

2

上にも述べたよラに,進 んだ段階における生教材選択の基準は主として

内容におかれ,言 語材料としての考慮は二の次になるかのようである。そ

れも・理解のための考慮が優先 され・表現のための考慮はそれに次ぐよう

である。こういう生教材 を使用する授業は・どうしても内容の理解と新出

語の摂取に追われ,表 現力を伸ばすための練習が十分に行なわれない。

外国語学習が一般教養として行なわれる場合には,外 国文化の吸収とい

うことが大きな比率を占めるので,表 現力よりも理解力,摂 取力というも
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のが重 く見 られる。言語活動 としては受動的で・テキス トの内容について

学ぶ ということに終始す ることになる。ところが,日 本人学生に混じって

学ぶ留学生の場合だと,読 解 ・聴解のほかに,レ ポー トを書いたり,ぜ ミ

で発表したり,という表現力も相当に要求 されるわけである。留学生でな く

ても,日 本学の研究者なども 日本語による発表ができないことには,研

究活動上不利であろう。業務関係でも・翻訳 ・通訳には日本語の表現能力

が必要になって くる.翻 訳 ・通訳とい う仕事は,そ れ を専門 としない研究

者 ・留学生であっても,拒 むことのできない場合がおこるだろう。一般教

養 として外国で日本語を学ぶ揚合は別 にして,理 解力は進んだ段階だが,

表現力は初めの段階だという著しい不均衡 は好ましくない。 と言っても,

一般的には表現力が理解力を著しく下回るのが事実である.そ れには次の

ような理由が考えられる。

1・ 日本語習得の目的が言語能力.としては受動的な面である理解 という

二とにある場合が多い。

2.テ キス トの選択が,内 容 を基準としてなされる。

3,表 現力養成のための効果的な練習が行なわれない。

4・ 学習者に表現の動機溺ない。あるいは表現 の意欲がない。

5.極 度の短期集中学習のため,表 現能力が身につかないこともある、

留学生などについて調べてみると,外 国で一般教養課程 として基礎学習

期 を過ごしたものは,目 本語による表現の機会 も練習もあまり与えられな

かったことと,も っぱら対訳によって読解学習 を主 として行ったことによ

り,表 現力が理解力を著 しく下回ることになったということがわかる。で

は,日 本国内で,と いうことは日本語の現地で,日 本語を専修したものが表

現力に弱いのはどういうわけか。それには個人的要因もあるかも知れない

が,や はり効果的な練習が行なわれていないということに尽きると思 う。

3

表現力は必ず理解力に及ばないとすると,表 現能力を高めるには,ま ず
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理解力を高めることと,理 解学習の成果を表現力として発揮する練習 を行

なって,理 解力と表現力の落差を縮少することである。

学習者は,教 材 を読んでも,テ ープを聞いても,「大体分 か ります」と

言うことがしばしばある。大体では十分ではない。内容を知ることが自的

なら,こ れまでも 「大体」目的を達 したことになるが,そ れでは表現力が

育たない。例えば,NHKの テレビで・自動販売機の普及について・賛否

を論じる番組があったが,そ の中である主婦が 「無愛想な店員から物を買

うくらいな ら,自 動販売機から買った方がいいにきまっています」 と言っ

た。これは賛成か反対かと学生に聞 くと・賛成だと答える。では・なぜ賛

成がと聞 くと,答 は返って来ない。ここで・「無愛想 な」も 「買うくらい

なら』 も分か らな くても,賛 成 であることだけは分かる。 そこで,「大体

分かります」となる。これでは,理 解の学習が表現力に跳ね返ってこない。

これは一例だが,こ のような練習 をい くら積み重ねていっても,理 解力も

表現力 も育たない。

理解力がなぜ弱いか を考えてみよう。文を構成する言語材料についての

知識 の不足,不 確実な知識 ・技能があげられる。語彙の不足,不 確実な文

法のほか,読む場合には識字能力の不足,聞 く場合には音声の不正確な把握

一 これは本人の発音の不正確 さに原因することが多い一 などがある。'

これ らのい くつかが集 って,理 解不能か誤った理解にな り,理 解力が弱い

と言われる。これは基礎学習にさかのぼるべき問題である、それも,基 礎

能力を確実に身につけるべき時期に,「大体分か ります」ですませる癖がつ

いたように思われる。仮 に,理 解力のための指導が正当に行なわれたとし

でも,表 現のための適切な指導 が行 なわれなかったのではないかと反省 さ

れる。

4

進んだ段階の学習者が,言 語行動範囲を広げると,理 解の方が表現より

もむずかしいということが起る。ある内容を日本人に話 して理解 させるこ
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と.はで き るが,同 じ程 度 の こ と を,日 本 人 か ら聞 くとわ か らな い とい うこ

とが あ る。 日本 語 教 師 以 外 の 目本人 の話 す の を聞 くと・ わ か らな い こ とが

あ る とい うのは 困 る。 日本 人 の 手 書 き の手 紙 が読 め な い とい うこ とも あ

る。 草 書 ・行 書 ほ どで は な くて も,書 き くせ,当 て字,誤 字 な どが 読 め な

い とい うこ とが あ る。 日本 人 は,個 人 的 な手 紙 に邦 文 タイ プ を使 うこ と

は,ま ず な い ので,こ うい う こ とは しば しば起 る。 当 の学 習 者 本 入 の手 書

き の文 字 は 日本 人 に ち ゃん と読 める ので あ る、 これ で もわ か る よ うに,教

室 外 で広 く言 語活 動 を行 な う揚 合 に は,必 ず し も理 解 す る こ とが 表現 す る

こ とよ り も易 しい とは言 え ない。

進 ん だ毅 階 以 前 の段 階 で は,教 室 で聞 く 日本 語 は 教 師 の 明 瞭 な 発 音,

整 った構 文,限 定 され た語 彙 に よる もの が多 く,文 字 もた い てい 活 字,手

書 きに して も学 習 者 向 け の端 正 な もの ば か ウで あ る。 と ころが 教 室 外 で聞

く目本 語 に は,不 明瞭 な発 音,な ま り,,不 整 構 文 の話 し方 が 当然 な が ら多

い 。 型 に は ま っ た標 準 的 な話 し方 を聞 い て育 った学 習 者 に は,一 般 の人 の

話 し方 が 聞 きづ らい.テ キ ス トも活 字 の印 刷 物 か,そ れ を コ ピー した もの

を使 うこ とが 多 い。 コ ピー の機械 が普 及 した の は い い が,手 書 きの もの を

見慣 れ る機 会 が少 な くな る の は考 え なけ れ ば な らな い。 手 書 き を見 慣 れ な

い と,ど うして も文 字 を書 く速 度 が 遅 い。書 く速 度 が遅 い と,文 字 を書 く

の がお っ く うに な る とい う結 果 を生 む。初 期 には,聞 く こ とに よ っ て話 す

こ との基 本 を学 ばな け れ ば な らな い か ら,標 準 的 な もの のみ を聞 かせ た り,

読 ませ た りしな けれ ぱ な らな い び,進 む につ れ て,標 準 か ら外 れ た も の を

徐 々 に増 や して い く。 そ して,外 れ る幅 も しだ い に広 げ て い く。 し か し,

一 般 の 日本 人 が 抵 抗 な く閏 け る 程 度 を 限度 とす べ き で あ ろ う。 とも か く

も,標 準 的 で な い も の を聞 い た こ と も見 た こ と もな い ま ま で学 習 を終 らせ

る こ とは問 題 で あ る。

5

表 現 指 導 の た め に は,大 い に話 させ,大 い に書 かせ る こ とだ とよ く言 わ
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れるが,で は,ど のようなものを,・どのようにして話 させ,目書かぜるかを

考えてみよう。

表現指導のために,読 解の時間 とは別の時間を設けて,話 し方や作文の

練習 を行なわせることがよくあるが,そ れだけでいいのだろうか。またそ

の時期が問題ではないだろうか。

表現力 とは,自 己の発想になる内容 を相手に伝える能力であるばか りで

なく,与 えられた内容 を正しく効率 よく要約できる能力でなければならな

い。そのような表現力を養 う練習 としては,

(1〉 自由作文

(2〉 内容 を与えて表現させる練習

がある。

自由作文は,自 己の発想による内容を表現するわけであるが,ど うかす

ると,自 分の表現力 の範囲内での内容 を出ないということになりがちであ

る.逆 に,自 分 の表現力 で処理 しされない内容に取P組 むということもあ

る。自由課題の作文や自由会話 というものは,読 解教材 を学習者が選択す

るようなもので,易 しすぎるものを選んだり,手 に負 えないものを選んだ

りするという不都合が起る。感想文を書かせ るとい う方法 もあるが,こ れ

は,本 人の感想 を十分に表現 しているかどうかがわかりかねるので,表 現

の指導 としてはや桝こくい。この方法は,表 現 の指導 というより,鑑 賞 を

措導する方法であろう。

内容を与えて行なわせる表現練習には,内 容の与え方が問題 である。内

容の与え方には,外 国語によるもの,長 文を与えて要約 を言わせた 勢書 か

せたりずるもの,視 聴覚的方法によるものなどがある.対 訳による表現練

習は二つの言語の比較対照に よる表現練習で,そ れ自体は効果的で ある

ぶ,練 習が常にある限 られた部分についてのみ行なわれるところに問題が

ある。文法や慣用表現の習得のために行なう練習 としてならいいだろう。

進んだ段 階での最も効果的な表現練習は要約文の作成である。それも,

理解のための教材を要約させる方法である。それは・理解のための学習に
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よ っ て 得 た もの を 積極 的 に 表現 に 役 立 たせ る こ と をね らい とす る。 同 時

に,理 解 が 正 し くな され て い るか ど うか を調 べ る こ とに もな る わ け で あ る。

読 解 の授 業 で は,単 語 ・文 節 ・文 な どを学 生 に言 い 換 え させ る。 あ るい

は教 師 ボ言 い換 え て み せ る。そ れ か ら段 落 ご との要 約 を 口頭 で行 な わ せ る。

そ して,2～3回 分 の 授 業 の範 囲 も し くは一 つ の 章 の要 約 を書 い て 提 出 させ

る 。新 書判7～8ぺ 一 ジ な ら,800字 か らi,200宇 くらい に要 約 す る こ と を

要 求 す る。 要 約 で あ るか ら,原 文 の重 点 を取 り上 げ な けれ ば な らな い 、 学

習 者 は原 文 を読 み返 し,読 み 返 し して,理 解 を深 め,重 要 部 分 を探 し出 さ

な けれ ばな らな い。 抽 象 化 も しな け れ ば な ら ない。 原 文 の思 考 に従 っ て 自

分 も思 考 す る。 ここ で 日本 語 に よる思 考 とい うこ とが行 なわ れ る わ け で あ

る.同 時 に表現 方 法 も身 につ いて くる。 最 初 の うちは,ほ ん と うの意 味 で

の 票 約 が完 全 に で き な くて もよい 。 で き るわ け が な い。 原 文 の豪 現 を吟 味

して摂 取 し,使 用 す る わ け だ か ら,個 々 の単 語 につ い て も,自 分 が使 用 す

る の に適 当 で あ るか ど うか を考 え,お のず か ら語 彙 も豊 富 に な る。 原 文 を

手 本 に して 書 くか ら語 法 を誤 らな い 。 慣用 表現 も覚 え る。 種 々 の構 文 を習

得 す るよ うに な る。 こ の よ うに して,理 解 の た めの 教材 で得 た もの を使 っ

て表 現 の練 習 をす る の で あ る。 中 に は,も と も と母 国 で もあ ま 勢要 約 な ど

し た こ とが な い とい う学 生 もい る。 そ の揚 合 に も,練 習 を重 ね る こ と に よ

っ て,要 約 能 力 そ の もの も身 に つ い て くる。

この よ うに して,他 人 の文 章 に範 を取 っ て要 約 文 を書 く とい う練 習 を重

ね て,は じめ て 自分 自身 の 発想 に よ る ほ ん と うの意 味 の 自由作 文 が書 け る

よ うにな る。 ま たそ れ が,口 頭 発 表,討 議,講 演 な ど の能 力 の 向 上 に もつ

な が っ てい くの で あ るo

6

要約 文 作 成 の宿 題 を課 す る と,学 生 は,時 間 が か か っ て困 る と い う。 時

間 が か か る とい うこ とは,練 習 と してや る値 打 ち が あ る とい うこ とで あ る。

短 時 問 で で き る よ うな らや る必 要 は な い 。 とい うの は,原 文 を読 み 返 し,
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内容について考えるので時間がかかるわけである。 自分の思いつきをその

まま書 くのとはちがう。

要約 を書か竺てみると,い ろいろのことがわかる。原文の理解が十分に

できているかどうか。全体的把握ができていないときは要約が偏る。文の

解釈に誤 りがあるときは,要 約の論理に矛盾が見られる。原文の重要部分

に構わず,た だ文 を列べただけのものもある。こういうのは論理に一貫性

がない。固有名詞や数字の欠落 したものには具体性がなく・抽象的な記述

に終る。中途から苦 しまぎれに,自 分の意見にす り替えてしまったものも

ある。すべて理解力の不足から来ると見 られる。

漢宇については,あ まり誤 りはない。おそらく原文の漢字奪見て書 くか

らだろうが,見 て正しく書 くということが漢字の学習になる。それに反し

て,ひ らがなの誤 りが見られる。これは,話 すときの発音の誤 りがそのま

ま文字になったものであろう。

初めの うちは,要 約文の模範を教師が書いて示すことも必要である。教

師は,常 に直すことばか りでなく,模 範を示さなければならないことは,

発音の揚合 と同じである。

7

実 際 の 言 語活 動 で は,目 で 文 章 を読 み,考 え を ま とめ て,手 で表 現 す る

とい う要 約 作 業 ば か りで は な くて,耳 で聞 い て理 解 した こ と を要 約 して,

文 字 で表 現 しなけ れ ば な らな い こ と も しば しば あ る。 授 業 の とき,ソ ー ト

を取 る な どが そ れ で あ る。 逆 に,目 で文 字 を追 い な が ら,口 で 音声 に よ る

表 現 を し なけ れ ば な らな い こ と も,日 常 よ くあ る こ とで あ る。 そ の よ う

な,音 声 → 文 宇 ・ 文宇 → 音 声 とい う交 錯 した理 解 と表 現 の能 力 も養 わ な け

れ ぱ な らな い が,こ れ が簡 単 に は 行 か な い 。 この よ うな言 語 能 力 を育 て る

ため に,わ た しが試 み た授 業 の報 告 を 「テ キ ス トを使 わ ない 授 業 の試 行 報

告」(ILTNEWS55・56,早 稲 田大 学 語 学 教 育 研 究所 ユ974)と して 書 い

たが,非 売 品 で あ る た め一般 の 人 の 目にふ れ る機 会 が少 な い と思 われ る の
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で,い ま こ こ に概 略 を紹 介 して お こ うp

こ の授 業 では,テ キス トは わ たし だ け が持 っ て い て,学 生 には 持 たせ な

い。 テ キ ス トの 中 の あ る章 につ い て わ た しが話 す 。 読 む の で は な い。 本 を

見 な が ら話 す の で あ る。 例 え ば,

「安 全 運 転 の 方式 とい うの は です ね
,与 え られ た 線 路 の上 に で き る だ

け多 くの列 車 を混 乱 な し に走 らせ る とい うこ とで して,_」

とい うぐあ い に,わ た し自身 が講演 で もす る か の よ うに話 す の で あ るqそ'目

れ を聞 い て,学 生 は ノ ー トを取 る。 話 しな が ら必 要 な文字 や 図 を板 書 す る

こ と もあ る。 あ る個 所 で は,部 分 的 に 口移 しで書 き取 らせ る。 重 要 な点 は

言 い換 え て繰 返 す.語 句 を解 説 す る こ と も ある 。 学 生 は宿 題 と して,ノ ー

トに 基 づ い て要 約 文 を作 る。 実 はそ の ノー トを 調 ぺ る 必 要 が あ る。 そ こ

で ・感 圧紙 を2枚 重 ね た もの に ノー トを取 らせ ・1枚 を提 出 ・ 他 の枚1を

持 ち帰 らせ る こ とに した。 ノー トを見 る と聞 き方 の 誤 りが よ くわ か っ て い

い の で あ る。 しか し,感 圧 紙 に は有 害物 質 が 含 まれ て.いる と聞 い た の で,

そ の 後 は使 うσ)をや め た。

こ の方 法 に よ る と,1学 期 な い し1年 間 に1冊 の本 を使 うとい うの で は

な くて,数 冊 の 本 か ら適 宜 抜 き 出 し て教 材 とす る こ とが容 易 に で き る。 必

要 が あれ ぱ一 例 えぱ,漢 字 系 学生 の中 に混 じっ た少 数 の 非漢 字 系 学生 の

場 合 本 を持 た せ て,教 室 で は開 か せ ない が,要 約 文 作 成 の と き漢字 を

参 照 させ る こ ともで き る。

こ の方 法 で,ノ ー トを取 る とい うこ と が理 解 と表 現 の双 方 の 能 力 を育 て

る の に有 効 な作 業 で あ る こ とが わか る。 しか し,わ た しが話 す と きに は,

ど う して も学 生 の能 力 に合 わ せ るよ うな話 し方 に な る ので,完 全 な生教 材

とは言 い難 い。 言 わ ば半 調 理 し た教 材 で あ る。 そ れ に対 して,テ レ ビ ・ラ

ジ オ を録 音 した もの は,生 の ま まの教 材 と言 うこ とが で き よ う。 しか し,目

テ ー プに録 音 した もの は何 回 で も繰 返 して聞 くこ とが で き る が,わ た し の

話 す の は1回 き りな の で,ノ ー トを取 る の も真 剣 に取 らな けれ ば な らな い

とレ、う禾り点 力弐あ る。

_87一



8

学 生 の提 出 す る要 約 文 は,コ ピー原 紙 に黒 の筆 記 用 具 で書 かせ る。 宿 題

を提 出 して くる と,す ぐに コ ピー を取 り,コ ピー に赤 字 で添 削 をす る。 そ

して,原 紙 をそ の上 に置 い て,下 の赤 字 を透 か して写 し取 っ て か ら,コ ピー

を学 生 に返 す 。 こ うす れ ば,学 生 の書 い た 要 約 文 が 手 元 に残 るわ け で あ

る。 これ は今 後 の指 導 の 資料 に な る の で あ る。

添 削 に 当 っ ては,文 字 ・句 読 点,文 法,語 句,語 法 な ど を直 しなが ら読

ルで い く。 読 み な が ら,原 文 の理 解,要 約 の仕 方 な ど は ど うか と考 え,必

要な 補 訂 をす る。

要 約 文 を提 出 す る と 都 口頭 発 表 の練 習 と して,そ れ を見 なが ら 口頭 発

表 をさ せ る こ ともで き る 。 そ れ をテ ー プ に取 っ て講 評 す る。 書 くの は 「で

ある 」体 で 書 か せ る が,口 頭 発 表 で は 「です ・ます 」 体 で させ 乱 自分 の

書 い た もの を見 な が ら,自 分 で 口頭 発 表 す るの は,考 え を ま と めな が ら発

表 す る能力 を育 て る の に効 果 的 で あ る。

9

読解教材には,精 読用のものと,多 読用(速読用)の ものを併用 し,精 読

用教材で表現の言語材料を摂取させ,多 読用のもので,要 約練習をさせる

のがよい。教師はとかく自分に興味のあるものを教材に選びたがる。わた

し自身もそうしがちであるが,教 材 を選ぶに当っては,そ れが学生にとっ

ても興昧のあるものであるかどうかをよく考えなければならない。学生が

専攻の立場から,ど うしても読まなけれぱならないものがあるが,そ の指

導は専攻指導の教師の行なうべきことで,目 本語の教師 としては,そ こに

至るまでの学力をつけることが任務であろう。そのことについては,専 攻

学科の教師 と連絡を取るべきである。専攻ではなくて,教 養 としてこれだ

けはぜひ読ませたいというものもある。その揚合にも学習者の学力を考え

ながら,徐 々に進むべきである。あくまでも言語習得の課程であることを

忘れないことである。言語習得 を主に,内 容の学習 を従に考えて教材を選
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ぶぺ きで あ ろ う。 特 に避 け るべ き教 材 は,文 章 の難 渋 な もの,癖 の あ る も

の,表 現 の模 範 に な らない もの,方 言 の多 い もの な どで あ る。 これ らは,

「さ らに進 ん だ段 階 」 で扱 うも ので あろ う。
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